
一
月
二
九
日
（
木
）
か
ら
五
日
間
の
日
程
で
、
第

二
十
一
回
生
鮮
芸
術
市
場
が
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
鹿

屋
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
九
日
（
木
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
各
部
の
部
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

内
容
の
充
実
を
一
層
図
り
、
地
道
な
取
組
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第８３号
平成２ 7 年

２月３日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

二
月
・三
月
の

主
な
行
事
予
定

二
月

四
日
（
水
）

推
薦
入
学
者
選
抜

一
四
日
（
土
）

三
星
道
場
⑫

二
〇
日
（
金
）

学
年
末
考
査

[

～
二
五
日]

二
五
日
（
水
）

国
公
立
大
学
前
期
日
程
試
験

奉
仕
作
業
（
一
年
）

二
七
日
（
金
）

卒
業
式
予
行
・
同
窓
会
入
会
式

二
八
日
（
土
）

三
星
道
場
⑬

三
月

二
日
（
月
）

第
六
七
回
卒
業
式

五
日
（
木
）

一
般
入
学
者
選
抜
学
力
検
査

[

～
六
日]

自
宅
学
習
期
間[

～
一
一
日]

八
日
（
日
）

国
公
立
大
学
中
期
日
程
試
験

一
二
日
（
木
）

国
公
立
大
学
後
期
日
程
試
験

一
三
日
（
金
）

入
学
者
選
抜
合
格
者
発
表

一
四
日
（
土
）

進
研
マ
ー
ク
模
試
（
二
年
）

ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
（
一
年
）

一
五
日
（
日
）

進
研
マ
ー
ク
模
試
（
二
年
）

一
六
日
（
月
）

合
格
者
集
合

二
〇
日
（
金
）

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

二
四
日
（
火
）

朝
課
外
終
了

二
五
日
（
水
）

終
業
式

二
七
日
（
金
）

離
任
式

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
の
場
合
あ
り
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
十
一
回

生
鮮
芸
術
市
場
開
催

こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿
屋
高
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
連
絡
メ
ッ
セ

ー
ジ
も
流
し
て
い
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。

吹奏楽部による ミニコンサート

部長 荒崎 奏子 （垂水中央中）

美術部による「似顔絵コーナー」 書道部による「パフォーマンス揮毫」

書道部・美術部・写真部による作品展示

部長 川路舞衣（田代中） 部長 清水 梨那（第一鹿屋中） 部長 鵜瀬 一文 （鹿屋東中）



一
月
二
十
七
日
（
火
）
、
好
天
の
下
、
校
内
長
距

離
走
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
肝
属
川
の
河
川
護

岸
工
事
に
よ
る
通
行
止
め
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
な
ど
、
心
配
事
も
多
か
っ
た
今
大
会
で
し
た
が
、

男
子
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
女
子
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
で
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
個
人
の
部
と
学
級
対
抗
の
部
の
表
彰
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
生
は
参
加
人
数
を
考
慮
し

て
、
学
級
対
抗
形
式
は
見
送
り
ま
し
た
。

な
お
、
一
年
生
学
級
対
抗
優
勝
は
四
組
で
、
個
人

別
順
位
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

加治木君（右）と永田さん（左）

二年男・女個人第一位 おめでとう！
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校
内
長
距
離
走
大
会

生徒による授業に関するアンケートの集計結果について

生徒による授業に関するアンケートの結果についてお知らせします。

１ 実施期日 平成２６年１２月５日（金）
２ 対象生徒 悉皆方式（全１・２年生 ５３５名）
３ 評価基準 ４→十分に達成 ３→おおむね達成 ２→やや不十分 １→不十分
４ 評価結果 ４点満点

評価平均点 前年度との差
２６年度 ２５年度

１ 始業の前に着席している ３．６４ ３.５０ ＋０．１４
２ 教科書・教材類の忘れ物をしない ３．３１ ３.２６ ＋０．０５
３ 宿題や課題等を自力で解いている ３．１２ ３.０８ ＋０．０４
４ 宿題や課題の提出期限を守っている ２．９５ ３.０７ －０．１２
５ 授業に対して積極的に取り組んでいる ３．０６ ３.０４ ＋０．０２
６ 予習・復習をして授業の内容理解に努める ２．８６ ２.８０ ＋０．０６
７ 疑問点があれば積極的に質問する ２．７０ ２.６７ ＋０．０３
８ 定期考査等には十分な対策をとっている ２．７２ ２.６９ ＋０．０３
９ 学校では安心・安全に生活できる ３．７８ ３.７５ ＋０．０３
10 学校からの連絡文書は確実に保護者に渡す ３．４３ ３.２８ ＋０．１５
11 鹿屋高校に入学して良かったと思う ３．１３ ３.１６ －０．０３

５ 考察
１１の項目中，前年比でプラスが９項目，マイナスが２項目という結果であった。特に，

項目９の高さが目立っているが，教育相談やいじめ対策等を例年どおり計画的に実施してい
ることが望ましい結果に繋がっていると推察される。また，項目４・６・７・８の評価平均
点を引き上げるために，学習意欲を更に喚起するための具体的指導を展開し，生徒の自主性，
自立心を高めていくことを，これまで以上に熱心に取り組んでいきたい。

【
一
年
男
子
】

一
位

郷
原

一
眞
（
第
一
鹿
屋
）

二
位

市
原

雅
大
（
第
一
鹿
屋
）

三
位

上
木

太
晟
（
鹿
屋
東
）

四
位

坪
内

幸
之
介
（
錦
江
）

五
位

川
野

廉
（
鹿
屋
東
）

【
二
年
男
子
】

一
位

加
治
木

滉
太
（
花
岡
）

二
位

東

宏
樹
（
根
占
）

三
位

城
ヶ
﨑

健
蔵
（
串
良
）

四
位

後
藤

良
太
（
根
占
）

五
位

吉
村

浩
介
（
垂
水
中
央
）

【
一
年
女
子
】

一
位

小
東

千
里
（
串
良
）

二
位

厚
地

志
奈
乃
（
鹿
屋
東
）

三
位

荻
田

早
希
（
第
一
鹿
屋
）

四
位

﨑

美
咲
（
鹿
屋
東
）

五
位

山
本

亮
子
（
垂
水
中
央
）

【
二
年
女
子
】

一
位

永
田

蓮

（
有
明
）

二
位

前
田

紗
也
佳
（
鹿
屋
東
）

三
位

野
田

恵
利
奈
（
大
姶
良
）

四
位

久
保
園

弥
咲
（
東
串
良
）

五
位

池
田

優
衣

（
第
一
鹿
屋
）


